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　2019年は台風で中止、2020年以降は感染症の影
響でオンラインで実施されていた江戸川区民まつ
りが、2023年に5年ぶりに会場で開催されました。
2024年10月13日（日）に行われた「第47回江戸川区
民まつり」には、東京栄和会として3拠点の職員総勢
40名が参加。天候に恵まれ、多くの地域の方々にご
来場いただき、大盛況のうちに終えることができま
した。
　このまつりは、長年にわたりボランティア団体「な
ぎさグループ」の皆様が主体となり、昭和53年から
模擬店ブースを出店してきた歴史があります。なぎ
さグループ様とは、当苑が40年前に江戸川区へ移転
した際にご縁が始まり、団体名も「なぎさ和楽苑」か

ら名付けられたと
いう経緯がありま
す。以来、ご入居
者様への支援や行
事への参加など、
多岐にわたる活動
を続けてこられました。
　区民まつりへの参加は、普段お世話になっている
なぎさグループの皆様への感謝の気持ちを込めたも
のです。私自身、まつりに参加して約2年になりま
すが、今回初めてこの背景を知り、改めてボランティ
アの方々の存在の大切さや、地域とのつながりを継
続する意義を実感しました。
　これまで築いてきた歴史を大切にしながら、今後
もなぎさグループ様とともにまつりを盛り上げてい
きたいと思います。皆様もぜひ江戸川区民まつりへ
お越しください。（ボランティア担当　中村達也）

おまつりだよ　全員集合!！
「第4７回江戸川区民まつり」
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　令和６年度も「赤い羽根共同募金活動」をなぎ
さ和楽苑全体で開催しました。この募金活動は
長年続く伝統的な地域活動の一環であり、苑内と
街頭の２通りの方法で実施されました。苑内で
は特養・JOYなぎさ・あしたばのメンバーを中
心に、苑全体の利用者様とともに呼びかけを行い
ました。一方、街頭募金は令和５年より再開され、
西葛西駅でご利用者様や職員と共に募金活動を
実施。各セクションの職員が集まり、部署を超
えたつながりを深める機会にもなりました。あ
いにくの天候の中でも、皆様が懸命に呼びかけ
を行った結果、多くの地域の方々が賛同し、前年
を上回る募金額を達成しました。
　この活動を通じて、必要としている方々への
支援を広げるとともに、職員自身も福祉への関

心を深める貴重な機会となりました。今後も募
金活動の意義を発信しながら、継続的に参加し
ていきたいと考えています。

（ボランティア担当　中村達也）

　昨年10月26日（土）に「RUN伴えどが
わ2024」が開催されました。「RUN伴（ら
んとも）」とは、認知症とともに生きる本
人や家族、支援者、そして認知症の方
と接点がなかった地域の人々が、一つ
のタスキをつなぎながらゴールを目指
すイベントです。
　走行ルートのうち、1カ所は当苑がス
タート地点となり、開催当日はご入居
者様やご利用者様、職員などたくさん
の方に温かく送り出していただきまし
た。当苑を出発したタスキは、12カ所
の事業所を巡りタワーホール船堀へと
届けられました。江戸川区における認
知症の普及啓発につながる、素晴らし
いイベントになったと感じています。

（東葛西地域包括支援センター　
　　　　　　主任相談員　棚原俊勝）

～赤い羽根共同募金～
令和６年10月1日開催

　令和6年10月17日～18日の日程で、
京都研修に行ってまいりました。
　初日は、乙の国福祉会様を訪問し、法人概要について伺った後、各セ
クションに分かれて職員の方々と日々の業務内容や今後の課題につい
て意見交換を行いました。地域性や組織文化の違いを感じるとともに、
なぎさ和楽苑の強みや改善点を改めて見つめ直す機会となりました。
　2日目は、松花苑様とげんてん社会福祉士共同事務所様を訪問しまし
た。松花苑様では、障害のある方が表現活動を行う「みずのき絵画教室」
や、その作品を展示する「みずのき美術館」を見学し、社会参加の可能性
や地域との関わりについて学びました。げんてん様では、後見事業やネ
パール支援活動についてお話を伺い、個人の支援と国際的な支援の取
り組みについて理解を深めました。
　また、京都の文化に触れる時間も設けていただき、清水寺や渡月橋を

訪れたことで、京都の歴史や文化を肌で感じ
ることができました。
　今回の研修で得た学びや気づきをユニット
に還元し、より良いケアにつなげていきたいと
考えています。　

　（短期入所生活介護　サブリーダー　藤代万由子）

　昨年12月14日（土）、新宿区戸山サンライズで開
催された、（社福）長岡福祉協会主催「第2回福祉サ
ービス実践・研究発表会」に、地域福祉推進課の小
林相談員と発表の機会をいただきました。
　福祉サービス事業の従事者が、日々の業務にお
ける実践や研究を発表し、お互いに学び合いなが
らスキルとモチベーションを向上させることを目的
として、「地域包括ケア、地域共生社会における多職
種連携」をテーマに、「オンラインから対面式開催
移行に見る若年性認知症カフェのあり方の研究」に
ついて発表しました。
　地域に開かれていた「あしたばカフェ」が、コロナ
禍を経て形式を変えながらも継続してきたこと、参
加者のやりがいやカフェに対する思い、そして今後
のあしたばカフェのあり方について発表した結果、

優秀賞と評価をいただくことができました。
　他事業所の研究発表も素晴らしく、地域の特性
を考慮した事業内容を聞くことで、多くの学びを得
ました。今後も、あしたばカフェの担当として、参加
者のニーズに寄り添いながら、より良いカフェづく
りに努めていきたいと思います。

（福祉用具専門相談員主任　阿戸 匠）

社会
貢献

京都研修
令和6年10/17～18

サークル活動紹介〈vol.2〉

　新型コロナウイルスへの対応により、第12回（令和
２年）からオンラインをメインとした開催でしたが、
今回は5年ぶりに対面をメインとした介護の日となり
ました。新型コロナウイルスを経て、多くの交流が
戻りつつあり、つらい期間を乗り越えた今、利用者、
ご家族、地域の方に思いを伝えることを目的に、テー
マを「～ Everyone is happy ！～感謝の気持ちを伝
えたい～」としました。
　区内の障害のある方々の就労支援を行う事業所が
集まり、手作り商品や地域の魅力ある品々を販売し
ている「ミラクルマルシェ」さんとの共催は今回が初
の試みでしたが、障害のある方々や職員との交流の
機会につながりました。今後も物販を通じてミラク
ルマルシェさんとの協働を進めながら、障害のある
方々や障害分野への理解を深め
ていきたいと思っております。
　久々の対面開催に加え、初めて
介護の日に携わる職員も増えま
した。これまでの介護の日のコン
セプトを大切にしながら、新たな
介護の日を目指していきたいと
思います。

（居宅サービス課 課長  遠藤信裕）

第２回福祉サービス実践・研究発表会

久々の対面！
　　　　介護の日復活！！

　

SMILE－UP‼
　職員の余暇活動で行っているサークル活動「SMILE－
UP!!」をご紹介をします。職員が推しているアイドルグ
ループ等のライブ映像などを鑑賞し、その好きなグルー
プについて語り合う、そん
なサークルです。なかなか
お仕事の中では、所属のセ
クションを超えた繋がりが
ないこともあるので、“推
し”の力を借りて、職員の交
流の機会になっています！

（相談課係長　保戸田裕美）

野球サークル
　私たちのサークルは、気軽に集まって野球を楽しむ
ことを目的としています。
　メインの活動はキャッチボールや軽いノックで、雑
談を交えながらのんびりプレーを楽しんでいます。
仕事終わりの限られた時間ではありますが、グラウン
ドに集まり、ボールを投げ合うことで日々の疲れをと

り、リフレッシュ！
　久しぶりに体を動かす
ことで、「やっぱり野球っ
て楽しい」と感じる瞬間
がたくさんあります。
　（介護係長　西 奈津美）

（社福）長岡福祉協会 主催

RUN伴えどがわ2024に
参加しました

優秀賞を
いただきました！
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　毎年恒例のクリスマス忘年会を、各ユニットで12月に開催
しました。特養２CDユニットでは、入居者・職員ともにクリ
スマスの衣装を身につけ、入居者様には用意したケーキやプ
リンを召し上がっていただくなどクリスマス気分を満喫して
いただきました。
　そして、お楽しみのビンゴ大会も開催。いち早くリーチに
なっても、そこからが長かったり、出る数字がバラバラだった
り…次の番号を待つ声も飛び交い、大変盛り上がりました！
　入居者様全員分のプレゼント
を準備し、ビンゴになった方か
ら順にプレゼントをお渡ししま
した。受け取った皆様の笑顔が
とても印象的でした。最後は代
表の入居者様に来年の抱負を発
表していただき、参加者全員で
三本締めを行いました。
　入居者の皆様と職員がともに
楽しめた、笑顔あふれるクリス
マス忘年会となりました。

（介護係長　岡田季子）

　特別養護老人ホームで新年会を開催しま
した。ご入居者が一堂に会し、笑顔と笑い
声が溢れる温かなひとときとなりました。
おいしいおせち料理や甘酒を楽しみなが
ら、新年の抱負を語り合う場面が印象的で
した。また、職員が余興を披露すると会場
は大いに盛り上がり、大きな拍手が鳴り響
きました。
　この新年会を通じて、ご入居者様が新し
い年への希望を感じ、心から楽しんでいた
だけたことが何よりの喜びです。来年もさ
らに素晴らしいひとときをお届けしたいと
思います。　　

（特養生活相談員　大栗朋也）

　当苑に隣接するなぎさ和楽公園に設置された花壇（樽鉢）を、
管理させていただくにあたり、令和７年２月10日（月）に「なぎ
さ和楽公園樽鉢花壇リニューアルイベント」を開催しました。
　イベントには江戸川区役所の職員をはじめ、軽費老人ホー
ムの入居者、あしたばメンバー、当苑職員が参加し、美しいビ
オラの植え替えを行いました。「初めての経験だね」と戸惑う
様子も見られましたが、植え替え後には「初めてにしては上出
来では」と満足そうな笑顔が見られました。
　その後の水やり作業は、フリーサロンあしたばメンバーが

担当となり、毎週木曜日に実施し
ています。「枯らしてしまわないか
な？」と心配されていましたが、今
ではすっかり習慣化し、慣れた手
つきで作業されています。「きれい
に成長しているね」と、皆さんうれ
しそうに観察されていました。

（地域包括支援センター相談員
  小林ことみ）

TOPICS

よりあい処プロジェクト vol.4

　今年度で、活動再開から３年目を迎える余暇
支援の取り組み「よりあい処」。
　昨年も多数のプログラムを開催し、多くのご入
居者やボランティアの皆様にご参加いただきま
した。ご自身で好きなプログラムを選び、楽しん
で参加される方や、「今日も楽しかったから、ま
た来ますね！」と笑顔で帰られる方もいらっしゃ
います。
　3年目を迎え、「よりあい処」がご入居者の皆様
の生活の一部になっていることを、担当として
も実感しております。昨年度の「よりあい処」に
は延べ1,459名が参加し、年間の実施日数は143
日間と、約３日に１回の頻度で開催することが
できました。
　これからも、ご入居者の生きがいや楽しみに繋

がるよう、専門職によるプログラムを充実させ、
活動をさらに活性化していければと考えており
ます。　　　　　　　　　　　　　　　

（特養生活相談員　梅原淳一）

　

　令和７年１月24日（金）、臨海小学校の３年生
約50名を対象に、認知症サポーター養成講座を
実施しました。
　普段は一般区民の方や企業・団体職員向けに
開催することが多いのですが、今回は小学生向
けということで、理解してもらえるか少し不安
もありました。まず、高齢者の特徴について説
明し、認知症○×クイズや紙芝居、脳模型の紹介
などを交えながら講座を進めました。
　特に、チームオレンジ員による「お財布をなく
した時の対応方法」の寸劇では、児童たちから「そ
こじゃないよー！」「そこにあるよー！」と声援が
飛び交い、楽しみながら認知症への理解を深め
ることができたのではないかと思います。
　今後ますます高齢化が進み、認知症の方が増え

ていくことが予想される日本ですが、次世代を
担う子どもたちに認知症について理解を深めて
もらい、広めていくことで、高齢者や認知症の方、
そのご家族が安心して暮らせる社会になること
を願っています。
（地域包括支援センター主任相談員　古岡友喜）

VAMOS！市民社会のミライ
市民社会をつくる

ボランタリーフォーラム
TOKYO2025

主催 東京ボランティア・市民活動センター
令和７年2月9日 開催

  「ボランタリーフォーラム」に実行委員と
して参加し、「親なきあとを考える～老障
介護の現実と課題～」をテーマに分科会を
開催しました。明星大学の吉川かおり教
授や江戸川区相談支援連絡協議会の皆様
のご協力により、大変充実した内容とな
りました。地域共生社会を目指し、課題
への理解を深める貴重な機会となり、多
くの学びを得ることができました。

（ボランティア担当　中村達也）

なぎさ和楽公園
樽鉢花壇リニューアル

「ボランティア活動」 ～植木鉢の水やり～

認知症サポーター養成講座
新年祝賀式 クリスマス忘年会
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に
対
応
さ
せ
て
い
た
だ

き
、
現
在
の
事
務
所
へ
異
動
い
た
し
ま

し
た
。

　

異
動
当
初
は
ご
入
居
者
、
ご
家
族
と

お
会
い
す
る
機
会
も
減
り
、
書
類
と
パ

ソ
コ
ン
と
向
き
合
う
日
々
に
寂
し
さ
も

あ
り
ま
し
た
が
、
今
で
は
事
務
の
仕
事

は
縁
の
下
の
力
持
ち
だ
と
考
え
、
や
り

が
い
を
感
じ
て
い
ま
す
。

　

労
務
の
仕
事
は
入
退
職
、
休
職
、
労

災
、
出
産
、
結
婚
な
ど
職
員
の
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
や
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ

せ
た
相
談
に
耳
を
傾
け
る
な
ど
、
生
活

相
談
員
時
代
に
経
験
し
た
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
ク
と
通
じ
る
部
分
も
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
ま
た
財
務
の
仕
事
は
当

苑
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
さ
れ
て
い
る

ご
入
居
者
、
ご
利
用
者
に
と
っ
て
質
の

高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
必

要
な
専
門
職
の
配
置
や
職
員
が
知
識
・

技
術
が
向
上
す
る
環
境
の
整
備
、
設

備
・
備
品
を
整
備
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

働
く
職
員
が
イ
キ
イ
キ
と
働
き
や
す
い

環
境
を
整
え
る
こ
と
だ
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
子
育
て
真
っ
最
中
の
た
め
、

週
末
は
体
力
オ
バ
ケ
が
爆
睡
す
る
た
め

に
あ
の
手
こ
の
手
と
頭
を
フ
ル
回
転

し
、
平
日
は
ど
う
し
た
ら
育
児
と
仕
事

を
両
立
で
き
る
か
を
考
え
る
毎
日
で

す
。
育
児
だ
け
で
な
く
介
護
や
看
護
、

趣
味
の
時
間
や
友
人
と
の
交
流
な
ど
、

職
員
一
人
ひ
と
り
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
と

両
立
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
お
気
づ
き
の
点

や
ご
不
明
な
点
は
遠
慮
な
く
お
声
掛
け

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

事
務
部
長
　
尾
田
め
ぐ
み

職員職員
よ りよ り文集に寄せて

　３月２日（日）、「ボランティア交流会」を開催
しました。昨年再開され、前回を大きく上回る人
数のボランティアの皆様にご参加いただきまし
た。約５年にわたる感染症の影響で、ボランティ
ア活動が制限され、距離が遠くなっていました
が、令和６年度は多くの方々がなぎさ和楽苑へ
戻ってくださり、交流会への参加者も増え、活動
の活性化を実感しています。
　交流会では、日頃の活動への感謝を込めてボ
ランティアの皆様をおもてなしして、ボランティ
ア同士の交流や職員とのつながりを深める機会
となりました。長年活動を続けてこられたボラ
ンティアの方々の表彰式では、１団体と１名の
個人を表彰しました。両ボランティアの方々は
約26年前から当苑で活動を始め、現在に至るま
で温かい支援を届けてくださっています。
　改めて、ボランティアの皆様が当苑にとって

大切な存在であり、地域全体を支える大きな力
となっていることを感じました。また、新しく
活動を始めた方々も多く参加し、新たな出会い
が生まれる機会となりました。職員一同、今年
度も精一杯準備をし、より良い交流会を開催で
きるよう努めてまいります。皆様のご参加を心
よりお待ちしております。

（ボランティア担当　中村達也）

　令和７年４月20日（日）、第46回家族会総会を
開催しました。今年度も多くの特養ご家族にご
参加いただきました。
　総会は会長の進行の下、幹事の皆様から令和6
年度の事業報告と会計報告、役員変更、令和7年
度の事業計画と予算案、行事への参加協力、ご家
族ボランティアについて報告いただき、賛成多数
で可決・承認されました。また、今年度から新た
に２名の幹事が選任されました。
　なぎさ和楽苑の長い歴史の中で、家族会に携
わっていただいた皆様の想いをしっかりと引き
継ぎながら、今後もさらなる発展を目指し、ご家
族の皆様とともに運営していけるよう努めてま
いります。
　総会後には春のイベントとして、キッズダンス

グループTiamo様の演舞、そして医師でもありピ
アニストでもある浅野様による演奏会をなぎさ
和楽公園で開催しました。ご利用者やご家族、ボ
ランティアの方々、職員も一緒に楽しい時間を過
ごすことができました。

（特養生活相談員　梅原淳一）

 VOI.2 　令和６年度ボランティア交流会
なぎさ和楽苑に新たなメンバーが加わりました。

今年度入職した職員たちを紹介します。各セクションで活躍中！　

4階 桜・梅
御園生 芽衣さん

2階 汐音・浜風
増田 珠佳さん

2階 潮騒・小波
コンドカロ・アシフさん

4階 山茶花・花水木
猿橋 璃音さん

5階 千鳥・鴎
イスラム・サイデュルさん

よろしく
お願い
します！

第46回　 家族会総会



8

文集なぎさ第 82号
〈令和７年●月 31 日発行〉

社会福祉法人 東京栄和会　なぎさ和楽苑
発行者　苑 長　 池田めぐみ
編　集　「なぎさ」文集委員
　　　　（生馬・梅原・中村）

〒 134-0088 江戸川区西葛西 8-1-1
info@tokyoeiwakai.or.jp

https://www.tokyoeiwakai.or.jp
TEL.03-3675-1201 FAX.03-3675-1203

制作 ㈱明光企画

　特養での生活は、とて
も穏やかで安心できま
す。職員さんたちはい
つも笑顔で親切に接し
てくれ、なんでも相談に
乗ってくれます。食事も
栄養が考えられたおいし
い料理が出てきてうれし

いです。同じ施設にいる仲間とのおしゃべりや行
事も楽しみの一つです。健康面でもきちんと気
を配ってもらえて、安心して暮らせる日々を送れ
ています。感謝の気持ちでいっぱいです。

野﨑 シゲ様ご入居者様より

「介護者、支援者の方々が気軽に立ち寄り、同じ介護者同士の交流
や情報交換、専門職との相談ができる場。介護者自身のケアも大
切にしながら、エネルギーチャージできる居場所づくりを目指す」
をテーマになぎさ和楽苑内にある喫茶「ブリッサ」を活用し、ケア
ラーズカフェ「よりみち」を開催しています。

毎週火曜日・木曜日（祝日除く）
11:30～ 15:30

なぎさ和楽苑１階　地域交流スペース

【カフェに関わるスタッフ】
あしたば会家族／特養家族会／チームオレンジ員／大慈学苑（傾聴団体）／当苑職員

ケアラーズカフェ
「よりみち」オープン！
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編集後記
　本年度の文集も、無事に皆さまにお届けすること
ができ、大変うれしく思います。執筆にご協力いた
だいた皆さまの温かいお言葉や、日々の思いが詰まったペー
ジは、読み返すたびに心が和むものばかりです。 この文集
が、皆さまの日常の小さな楽しみや元気の源になれば幸い
です。編集にあたっては至らぬ点もあったかと思いますが、
ご容赦いただけますと幸いです。 これからも皆さまの声を
大切にしていきたいと思います。本年度もどうぞよろしく
お願いいたします。　　　　　（特養生活相談員　大栗朋也）

資
格
取
得
者
（
敬
称
略
）

お話がしたい！介護者同士で交流したい！
情報交換したい！専門職に相談したい！
フラワーアレンジメントや手話、ハンドマッサー
ジなどのイベント、男性介護者集まれ！の日、歯
科衛生士とのご相談日など毎月アレンジしてい
ます！

日 時

会 場

社
会
福
祉
士

　
阿
戸
匠
・
増
田
珠
佳
・
猿
橋
璃
音

介
護
福
祉
士

　
湯
川
貴
子
・
チ
ュ
オ
ン
テ
ィ
ホ
ア

　
横
山
華
代
子
・
イ
ス
ラ
ム
サ
イ
デ
ュ
ル·

　
玉
置
貴
代
・
根
本
み
ゆ
き

主
任
介
護
支
援
専
門
員

　
野
村 

和
斗

介
護
支
援
専
門
員

　
大
城
潤
治
・
大
場
美
雪

認
知
症
ケ
ア
専
門
士

　
遠
藤
信
裕

皆
さ
ん
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

どなたでも
どうぞ！


